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 要  旨 
研究の背景 日本の情報サービス産業の構造変化に応じた人材育成が求められ，旧来のトップダ
ウン型の人材育成と並び，種々の問題をボランティア組織や NPO 団体などコミュニティの力で
解決する潮流に沿った視点も必要である。一方，コミュニティの形成初期に決定的な重要性を持
つ要因は必ずしも明確にされていると言えず，人材育成を担いうるオンラインコミュニティを形
成・運営する適切なマネジメントに役立つ先行研究は少ない。特にオンラインコミュニティにお
いては集団極化現象が発現しやすく「臨界点」概念を持つモデルからも分析されるが，そのまま
ではオンラインコミュニティの運営に適用できず，人的な要素も大幅に考慮する必要がある。 
 
研究の目的 本研究では，オンラインコミュニティの形成過程，および適切なマネジメントの重
要性について，特に情報サービス産業の人材育成コミュニティを中心に論じる。 
 
研究の方法 情報サービス産業の人材育成を取り巻く環境の概観，コミュニティ全般およびコミ
ュニティ形成の先行研究の調査，臨界点の概念を持つ他分野の研究との対比を行う事で，コミュ
ニティ形成に有益な情報を提示する。次に，先行研究を踏まえた実験(学習教材コンテンツの
WWW 上への無償公開)を通じて得られた結果を考察する事で，コミュニティの形成初期に成否を
左右する要因としてのマネジメントの重要性を論じ，情報サービス産業の人材育成を担いうる学
習コミュニティのモデルを提案する。そして，オンラインコミュニティのマネジメント手法とし
て，ソフトウェア工学の手法がある程度流用できる可能性について言及する。 
なお，本研究では e-Learning の研究について明示的には採り上げない。 
 
結論 形成過程を探る社会実験を行った所，単なるコンテンツの無償公開だけではコミュニティ
は形成されず，形成初期においてはその適切なマネジメントも重要な位置を占める事が明らかと
なった。特にオンラインコミュニティの規模を適切に維持管理するためには，急拡大時に発生し
やすい構成員間の歪みといった負の側面まで考慮した，適切なマネジメントの観点が必要である。 
適切なマネジメントがオンラインコミュニティの形成に与える影響を実験した学術研究は少な
く，これは今後の研究課題である。 
 
